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1．　 は じめ に

　現在 ，　「家族論」 は お もし ろ い
。 家族社会学以外 の 社会学 者 ， 社会学者 以外の 学者 ，

学 者以外 の 文 化人 が ，家族に 関す る お も しろ い切 り口 を見 つ けた り， 新 しい 傾向を発

見 した り，家族問題 を発掘 し ， 追求 し ， 告発 し て い る。

一方， 家族社会学は
， ち っ と

もお もしろ くな い
。 十年

一
日 の ご と く同 じよ うな フ ォ

ーマ ッ トで 調査が繰 り返 され ，

調査結果を 主体 とした 「正 しい 」 論文が大量生産 されて い る 。 しか し ， ち っ ともお も

しろ くな い
。

　例 えば ， 夫婦 の 役割分担に 関す る最近 の フ ェ ミ ニ ズ ム （女性学） と家族社会学の 議

論を比 べ て み れ ば一 目瞭然だ 。 伝 統的家族 社会学者は ， 平等意識 とか 実際の 役割分担

の み に こ だ わ り続け ， 夫の 家事手伝い を 容認す る割 合が何％増えた とい っ て は 喜び ，

夫 の 現実の 家事分担時間が 少ない とい っ て は憤慨す る。

一方， フ ェ ミ ニ ズ ム の 論者た

ち は ， 資本制 の 発展 との 関係 ， 家父長制 との 関係 ， 国家 との 関係な どか ら ， 表面的な

役割意識や 役割行動に 還元 さ れな い 夫婦 関係の 構造 か ら徴妙な感情的 「あや」 まで 自

由自在に 論 じて い る 。

　そ う， 「従来の 伝統的家族社会学 は ， 現 代家族 で生 じて い る人 々 の 経験を再 構成 す

るすべ て を失 っ て い る」 とい う思い に 駆 られる 。

　 そ の 理 由 は二 つ あ る 。

　一
つ は ， 従来の 家族社会学が依拠 し て い た 前提が ， 現実 の 家族生活 とずれて きた

。

「多様化」 し ， 「個人化」 し ， 「曖昧化」 する家族 生活 の 現 実 の 中 で ， 従来の 家族社会
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学 の 分析道具 で は手 に負えな くな っ て い る 。

　もう一 つ は，従来 の 家族社会学で は ， 扱お うとし なか っ た 現 象が，家族に と っ て 重

要 な意味を持つ もの とし て
， 人 々 の 関心 を 集め つ つ ある とい う事実だ 。 そ の 一つ は ，

家族生活の 中で 生 じる 「感情 ・意味」 の 世界で ある 。

　前者の 欠点は ， 家族社会学 の 分析用 具 の 細分化 ， 厳 密化に よ っ て 切 り抜け る こ とが

で きる か もしれ ない
。 し か し ， 後老の 欠点 は致命的で ある。 人 々 が家族生活の 中で

，

様 々 な思 い を抱 き，感情を体験 し ， そ して 行動 して い る 。 例 えば ， 「老親の 世話」を

す る場合で も， 「しか た な くす る」 「強制 されてす る」 「楽 しんです る」 「打算的に

す る」場合で は ， 個 々 人 の 体験 ・感情 ， そ して ， 行動の 内容， 効果 まで もが異な っ て

くる 。 従来の 伝統的な家族社会学は ， こ の 問題 に 答え るすべ を持 っ て い な い
。 そ れゆ

え，現在 ， わ れわ れが家族社会学の た め に 必 要 として い るの は ， 次の 三 つ の 作業だ ろ

う。

  　従来の 伝統的家族社会学が 当然の こ とと見 な して 依拠 して い た 「諸前 提」 を 明 ら

　か に し， 批判的に 検討す る作業 。

  家族の 現実に 立 ち返 る こ と。 人 々 が 行 っ て い る家族 的実践，家族生 活に おい て感

　 じる意味 ・感情の 世界を 「偏見」 な しに 記述す る 作業 。

  　現実 の 家族経験 を 「社会学的に 」再構成す るた め 新た な分析枠組み を構築す る作

　業 。

　もちろん ， 現在の 私に は ， この 壮大な 作業をす べ て こ なす力量 はな い
。

こ の 短 い 紙

面 で ， 三 つ の 作業 の ア ウ トラ イ ン を論 じる こ ともで きない 。 た だ ， 三 つ の 作業を進め

る際の い くつ か の ポ イ ソ トを指摘 し ， 問題提起 と したい 。

2． 家族社会学 の 解体 と再 生 の ため に

（1） 家族 社会学 の 解 体作業

　現在 ， 従 来の 伝統的家族社会学 の 分析枠組み で は ， うま く処理 で きな い 現 象に 関心

が集 ま っ て い る 。 そ れ は ， 分析枠組み の 細分化や修正 で 済む 問題で は な く， 従来の 伝

統的家族社会学が暗黙の 内に 承認 し て い た 諸前提 （背後仮説）を も脅か す もの とな っ

て い る 。 こ こ まで 「従来の 家族社会学」 とい う曖昧な形で 述べ て い た が ， そ の核心 はド

　　　　 『家族は集団 で あ り，

一定の 機能を果たす 』

とい う前提で ある 。 こ の 前提は ， 少教 の 例外を 除け ば ， 多 くの 家族社会学者の 共有 し

て きた もの だ っ た 。 家族制度論か ら始 ま り， 役割構造論 ， 構造機能主義 ， 相互作用論

か ら発達 的ア ブ P 一チ に 至 る ま で ， この 前提が 背後仮説 として 忍び 込ん で い る。 そ し
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て ， な に よ りも家族 「調査」 の 前提 とな っ て きた 。

　文化人類学や社会史の 成果か ら， こ の 前提は一種の イ デオ ロ ギ ー
， 近代社会が生み

だ した イ デオ ロ ギ ーで ある こ とがは っ き りして きた 。 それだ けで な く，
Bernardes が

指摘す る よ うに ，家族が 「普遍 的に 存在す る」， 「自然で ある」 とい う言明 もイ デ オ ロ

ギ ーで ある こ とが わ か っ て きた 。

　何 よ りも重要な の は ， 背後仮説が 明示化 され， 意識され 出す と い う状況が 出現 し て

い る こ とだ 。 家族は 集団で あ り一定 の 機能を果た す とい う前提で は 分析で きな い 現象 ，

こ れ こ そが 今， 現 代社会で 最も問題 に な る ，
つ ま り ， 現代 ら し さを よ く表 した現 象だ

と思 う。

　家族の 境界が 曖昧に な り ， 家族集団 は客観 的に は確定 で きな くな る 。

　例 えば，世代間 関係 （親夫婦 ， 子夫婦の 関係 に典型的に現れ る）の 実態を 見る と，

それを 客観的な基準に よ っ て二 つ の 集団 に 分け る こ と も，

一
つ の 集団に ま とめ る こ と

もで きない
。 同居 し て い て も， 家計 は別 ， 生 活は別 ， 情緒的に も別 とい うケ ース が あ

る
一

方 ， 別居 して い て も，家が近所 だ っ た り，食事は一
緒だ っ た り， 家計 を援助 し て

もら っ た り， 関係が密な ケ ース があ る。
こ の よ うな場合 ， 集団 として の 家族 の境界線

を引 くこ とは困難だ （家計集団は別で ， 情緒集団 として は
一

つ とい うよ うに 処理せ ざ

るを 得ない ）。 結婚直後は別居し ， 時間がた っ て か ら親 と同居す る よ うな ケ ース で も，

別居して い た期間 ， 別 の 集団 と処理 して しま うと， 見 えな い 絆を軽視 して し ま うこ と

に な る 。

　 こ れ らの 例 は ， 人 々 の 家族に 込め て い る 「意味の 世界」 の 重要性 を教 えて くれ る 。

関係が 密に 見 えて も家族 と意識 されない 関係 （例 えば ， 仲の 悪い 嫁 と姑）が ある し，

関係が疎に 見えて も家族 と意識 され る関係 （例 えば ， 他家 に 嫁い だ娘 と実母） もある 。

人 々 は ， 様 々 な相互行動や 意味の 世界の 中か ら， 自らの 家族を 主観的に構成 し， 自ら

構成 した 意味に拘束 され 行動す る。

　家族の普遍的機能 （要件）を特定す る こ とは で きな い
。

　家族が特定 の機能を果た す とい う言明 は 一種の イ デオ ロ ギ ーで あ り，  特定 した 機

能を 果た さな い 「家族」 を病理や 逸脱 と して 処理す る傾向が 生 じる ，   特定 した機能

に 関与す る家族以外 の 多様な人 々
， 機 関 ， 団体 ， 国家 な どの 役割 を軽視す る 傾向が 生

じる 。

　例 えば ， 家族 の 機能 とし て
， よ くある よ うに 「子供の 社会化」 を特定す る と子供の

社会化を果た さな い ， 例 えば子供 の い な い 夫婦を逸 脱 と処理 しが ちで あ り ， 同時 に子

供の 社会化に 関わ る 多様な人 々 （祖父母 ， 近所 の 人 ，
ベ ビーシ ヅ タ ー

， 保母 な ど），
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機関 （保育園，国家 ，
マ ス コ ミ）な どの 役割を見えに くくす る 。 あ らゆる活動が ， 家

族で も家族外で も行われ る よ うに な る と， 家族の 機能 とい う言い 方がほ とん ど意味を

失 い
， 家族 は ある機能を遂行す る た め の 一 つ の 利用 手段に す ぎな くな っ て い る 。 それ

で も家族の 機能を 特定 したが るの は，　 「家族は こ うあ っ て ほ し い 」 とい うイ デ オ ロ ギ

ーの現 れ に 他な らない 。

  　家 族 の 現 実を あ りの ま まに見 る作業

　 「家族は集団で あ り機能 が ある」 と言 っ た途 端 ， 家族に 人 々 が思い 入 れ て い る意味

世 界 と実際に 行わ れ る行動の シ ス テ ム の 世界が ， ア プ リオ リに研究者の イ デオ ロ ギー

が反映した形 で結合 して しま う。

　家族 に は愛情が必 要 と思い な が ら現実に 愛情を体験して い ない 人 もい れ ば，家族に

は 愛情は要 らない と思い な が ら愛清を実感 し て い る入 もい る 。 老人は 家族 で 見 る べ き

と思 い なが ら老人 rk・一ム に 入 る入 もい れば
， 老人 は 自立 す べ ぎと意識 しな が ら家族の

世話を十分に 受けて い る人 もい る 。

　家族に 関わ る意味世界 も多様な ら， 家族に 関わ る シ ス テ ム の 世界 も多様で あ り， そ

の 結合の 仕方 も多様で ある 。 家族の あ り方は
， そ の 家族の 当入 自身が決め てい るの で

あ り， 研究者が外か ら ， 家族は こ の よ うな 意味が ある とか ， 家族 は この よ うな行動を

遂行す る べ きだ とか ， 家族で は こ の 行動は こ の よ うに す る べ きだ とか 言 っ て み た とこ

ろ で ， それ は研究者 の 主観の 反映に す ぎな い 。 家族の 現実を知 る に は，人 々 の や り方

をあ りの ま まに記述しな けれ ぽな らない
。 次の ， 三 つ の 部分に 分 ける こ とがで きる。

  家族の 意味世界 の 記述。 「家族」 とい う言 葉に どの よ うな意味を込 め て い る の か
，

　 どの よ うな期待を 持っ て い るの か を記述する作業。

  家族 がか か わ る活動 の 記述 。 家族 は どの よ うな活動に 関わ っ て い るの か を活動ご

　 とに記述す る作業 （その 際， 家計集団， 子育て 集団 ， 情緒集団，同居集団 に ズ レ が

　 生 じて も構わ な い ）。

  家族が 関わ る意味と活動 の 結合 の 記述 。

  　家族 の 分析枠組 みの 再構築

　最後に
， 私 が考え て い る ミ ク ロ とマ ク ロ の 家族分析枠組み を 紹介して お きた い

。

　 ミク ロ の 分析枠組み

　家族 の 経験を ， 「家族」 とい う意味が生 成 され ， 家 族 とい う意味で 制御 され る メ カ

ー＝ ズ ム とし て 把握す る 。 親族の 認知 とか
， 愛情経験 とか ，共 同行動 の 事実が家族 とい

う意味を 発生 させ ， 同時に ，家族 と意味付与す る こ とに よ っ て 様 々 な行動が制御 され ，

様 々 な体験が実感さ れる 。 そ し て ，
こ の メ カ ニ ズ ム は ト

ー ト ロ ジ
ー的 な所に 特徴が あ
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る 。 「愛情が あるか ら家族だ と思 う」 「家族だ か ら愛情が湧 く」 また は ， 「同居 して

い るか ら家族だ」 「家族 は
一

緒に 住まな くて はな らない 」の よ うに ， 家族 に 関する 規

則は ，
トー ト ロ ジ ーを 含ん で い る 。

こ の トー ト P ジ
ー

に よ っ て 家族認知 が 維持 され て

い る 。

　 マ ク ロ の 分析枠組み

　家族の 世界を市場世界との 対比 で 把握する 。 家族で 体験 され る意味や家族で 行われ

る 活動は ， 常 に市場世界 との 対比で 語 られ る 。 例 えば ， 愛情
一

打算，贈与一交換 （意

味）， 子育 て
一

物材生産 ， 無償一有償 （活動）な ど。
二 つ の 世界の 分離を支え，

二 つ の

世界に よ っ て 支 え られ て い る 社会が近代社会だ と考 え られ る 。
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